
　
9
月
10
～
13
日
、静
岡
県
の
小
笠
山
総
合
運
動

公
園
で
第
6
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。本
学
か
ら
は
、機
械
研
究
会
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
、出
場
62

校
中
、総
合
13
位
、日
本
自
動
車
工
業
会
会
長
賞

6
位
、省
エ
ネ
賞
3
位
と
い
う
好
成
績
を

お
さ
め
た
。本
大
会
は（
社
）日
本
自
動
車

技
術
会
が
主
催
し
て
お
り
、学
生
チ
ー
ム

が
企
画・
設
計・
製
作
し
た
小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

を
持
ち
寄
っ
て
、マ
シ
ン
の
設
計
や
走
行
性
な
ど
の

車
両
性
能
、コ
ス
ト
審
査
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、も
の
づ
く
り
の
総
合
力
を
競
う
大
会
だ
。本

学
の
チ
ー
ム
が
受
賞
し
た
省
エ
ネ
賞
は
、燃
費
が
優

れ
て
い
る
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
。ま
た
自
動
車
工

業
会
会
長
賞
は
、設
計
安
全
、衝
突
安
全
、軽
量
化

努
力
、燃
費
、騒
音
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
等
の
評

点
を
も
と
に
し
た
総
合
得
点
で
評
価
さ
れ
た
。

　
本
学
の
チ
ー
ム「
同
志
社
大
学
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、技
術
部
が
エ
ン
ジ
ン
班
、サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
班
、フ
レ
ー
ム
班
に
分
か
れ
、「
速
く
て
操

作
性
の
良
い
車
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
流
体
解
析
も
取

り
入
れ
て
マ
シ
ン
を
製
作
し
た
。ま
た
、総
務
部
の

メ
ン
バ
ー
は
資
材
調
達
、備
品
管
理
、ス
ポ
ン
サ
ー

交
渉
、財
務
管
理
、広
報
な
ど
の
役
割
を
担
っ
た
。

　
本
学
で
は
、2
0
0
6
年

度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

「
Ｆ
１
を
作
ろ
う
！
」が
開

講
さ
れ
て
お
り
、（
株
）堀
場

製
作
所
の
中
村
成
男
氏
、藤

井
透
理
工
学
部
教
授
の
指

導
の
も
と
、年
々
進
化
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。ま
た

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、他
に

も
多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か
ら
協
力
を
得
て
お

り
、そ
れ
が
今
回
の
好
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。今
年

度
の
成
果
を
活
か
し
て
、来
年
も
一
層
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

（
広
報
課
）

　
11
月
1
、2
日
の
2
日
間
、今
年
度
で
4
回
目

を
迎
え
る
同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
0
8（
愛
称: 

AD
AM

祭
～
き
ょ
う
　
た
な
べ
で
　
で
あ
い
　

ふ
れ
あ
い
　
め
ぐ
り
あ
い
～
）が
開
催
さ
れ
、秋

晴
れ
の
中
、約
2
万
5
千
人
の
来
場
者
が
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。お
祭
り
で
は
、毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
模
擬
店
・
手
作
り
市
・フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、音
楽
ラ
イ
ブ
、お
笑
い
ラ
イ
ブ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、今
年
度
は「
縁
日
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」や

「
ら
い
と
あ
っ
ぷ
か
ふ
ぇ
」な
ど”
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
企
画“
を
実
施
し
た
。ま
た
、今

年
度
も「
日
本
一
エ
コ
な
お
祭
り
」と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、リ
ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
や
、国
内
産
間

伐
材
わ
り
ば
し
の
使
用
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
た
。閉
会
式
で
は
、ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、多
く
の
人
々
の
思

い
出
に
残
る
2
日
間
と
な
っ
た
。

　
同
志
社
京
田
辺
祭
は
、学
生
・
教
職
員
・一
般
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
共
に
楽
し
み
、ふ
れ
あ
い
、

交
流
す
る
場
を
創
出
し
、大
学
と
地
域
が
連
携

し
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し

て
き
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ
の
よ
う
に
、お
祭
り

で
で
あ
い
、ふ
れ
あ
っ
た
人
た
ち
が
、ま
た
い
つ

の
日
か
め
ぐ
り
あ
え
る
よ
う
な
大
学
と
地
域
の

架
け
橋
と
な
る
お
祭
り
を
今
後
も
開
催
し
て
い

き
た
い
。

（
京
田
辺
地
域
連
携
推
進
室
）

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
0
8

（
愛
称:

A
D
A
M
祭
）開
催
！

全
日
本
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
に
出
場
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こ
の
た
び
、本
学
は
平
成
20
年
度
文
部
科
学
省

「
産
学
官
連
携
戦
略
展
開
事
業（
戦
略
展
開
プ
ロ

グ
ラ
ム
）」の
実
施
機
関
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
産
学
官
連
携
戦
略
展
開
事
業
は
、大
学
等
の
中

長
期
的
な
産
学
官
連
携
戦
略
の
展
開
に
あ
た
り
、

国
が
政
策
的
観
点
か
ら
支
援
を
行
う
も
の
で
、本

学
は
こ
の
支
援
事
業
の
う
ち「
知
的
財
産
活
動
基

盤
の
強
化
」に
採
択
さ
れ
た
。こ
れ
は
、人
文
社
会

系（
人
文
科
学
、社
会
科
学
、教
育
、芸
術
等
の
分

野
）を
含
め
、更
な
る
知
的
財
産
活
動
を
行
う
基
盤

の
強
化
を
必
要
と
し
て
い
る
大
学
等
に
つ
い
て
、各

大
学
等
の
特
性
、実
態
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
運

用
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
援

事
業
で
あ
る
。

　
本
学
で
は
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
、知
的
財
産
セ

ン
タ
ー
設
立
以
後
、学
内
の
産
学
官
連
携
体
制

の
基
本
的
な
体
制（
規
程
、組
織
）を
整
備
し
て
き

た
が
、人
文
社
会
系
の
産
学
官
連
携
体
制
が
十

分
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。今
回
の
採
択
を
受

け
本
学
で
は
、産
業
界
、官
界
、市
民
か
ら
期
待
さ

れ
る
大
学
の
社
会
的
責
任（U

niversity Social 

Responsibility :U
SR

）と
し
て
、産
学
官
連
携
活

動
を
全
学
的
活
動
に
拡
大
し
て
展
開
し
、人
文
社

会
系
産
学
官
連
携
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
発
掘
や
知

　

2
0
0
8
年
10
月
26
日
に
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
に
てPEPN

et-Japan

（
日
本
聴
覚
障
害

学
生
高
等
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）主
催『
第

4
回
日
本
聴
覚
障
害
学
生
高
等
教
育
支
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
』が
開
催
さ
れ
た
。同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

PEPN
et-Japan

の
活
動
の
成
果
を
全
国
の
高
等

教
育
機
関
等
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、よ

り
充
実
し
た
聴
覚
障
害
学
生
支
援
方
策
に
つ
い
て

議
論
を
行
う
も
の
で
あ
る
。今
回
本
学
も
協
力
機

関
と
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
営
に
協
力
し
た

（
大
会
長
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
西
村
卓
所
長
）。

　
ま
た
、今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、全
国
の
大
学
が
日
頃
実
践
し
て
い
る
支
援

上
の
創
意
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
を
参
加
者

が
投
票
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。会
場
に

的
財
産
管
理
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
、特
に
人

文
社
会
系
の
産
学
官
連
携
体
制
の
整
備
と
基
盤
強

化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。文
部
科
学
省
か
ら

は
、O
B
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
や
文
系
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、著
作
権
、商
標
に
も

意
識
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、地
域
的
な
特

色
も
捉
え
て
い
る
と
評
価
を
得
て
い
る
。

　
従
来
、全
国
的
に
産
学
官
連
携
活
動
は
理
系
の

技
術
開
発
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、本
学
に
お
い
て

も
様
々
な
成
果
を
得
て
き
た
。そ
の
一
方
で
、本
学

に
は
、最
先
端
の
研
究
を
行
う
人
文
社
会
系
学
部

の
教
員
を
は
じ
め
、1
3
0
年
以
上
の
歴
史
・
伝

統
、長
年
培
わ
れ
た
地
域
と
の
関
わ
り
、大
学
O
B

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、京
都
市
内
の
中
心
部
と
い
っ

た
立
地
条
件
な
ど
様
々
な
活
用
す
べ
き
資
源
が
多

く
あ
る
。こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、地

域
と
企
業
、行
政
の
橋
渡
し
を
す
る
と
と
も
に
、本

学
の
社
会
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス

TEL : 0774-65-6223
E-m

ail : jt-liais@
m

ail.doshisha.ac.jp

（
主
催:

同
志
社
大
学
、関
西
大
学
、関
西
学
院
大
学
、

立
命
館
大
学
／
共
催:

読
売
新
聞
社
）

（
広
報
課
）

※
写
真
は
、読
売
新
聞
社
の
許
諾
を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
11
日
、同
志
社
大
学
、関
西
大
学
、関
西
学

院
大
学
、立
命
館
大
学
に
よ
る
関
西
4
大
学
学
長

フ
ォ
ー
ラ
ム「
私
立
大
学
の
教
育
力
～
関
西
4
大
学

か
ら
の
提
言
～
」が
名
古
屋
の
テ
レ
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
作
家
の
有
栖
川
有
栖
氏
に
よ
る
基
調
講
演「
関

西
で
学
ぶ
意
義
～
豊
か
な
学
生
生
活
を
送
る
た
め

に
～
」の
後
、4
大
学
の
卒
業
生
を
交
え
て
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
大
学
で
自
分
の
将
来
を
描
く
～
大

学
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
～
」が
行
わ
れ
た
。ま
た
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、宅

配
サ
イ
ト
の
運

営
会
社「
夢
の

街
創
造
委
員

会
」代
表
取
締

役
の
中
村
利
江

氏
を
招
き
、4

大
学
の
学
長
が「
私
立

大
学
の
教
育
力
～
卒

業
生
の
質
を
い
か
に
し

て
保
証
す
る
か
～
」を

テ
ー
マ
に
討
論
し
た
。

　
豊
か
な
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
、ど
の
大
学
で

学
ん
で
、自
分
を
ど
う
成
長
さ
せ
て
い
く
の
か
―
。受

験
生
の
参
加
も
多
く
、熱
心
に
耳
を
傾
け
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。ま
た
、会
場
内
の
特
設
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

各
大
学
の
入
試
担
当
者
が
個
別
相
談
に
応
じ
た
。

　
同
志
社
大
学
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
が

進
行
し
て
お
り
、毎
年
そ
の
取
り
組
み
が
文
部
科

学
省
の
大
学
教
育
改
革
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
て

い
る
。今
年
度
も
、前
号
掲
載
の「
大
学
教
育
の
国

際
化
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム（
国
際
協
同・
連
携
支
援
）」

に
続
き
、下
記
4
つ
の
取
り
組
み
が
採
択
さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
の

「
産
学
官
連
携
戦
略
展
開
事
業
」

に
採
択

第
4
回
日
本
聴
覚
障
害
学
生

高
等
教
育
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
聴
覚
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る

実
践
実
例
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
8
」で

PEPN
et-Japan

賞
を
受
賞

名
古
屋
で
関
西
4
大
学

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

文
部
科
学
省「
国
公
私
立
大
学
を

通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支
援
」

安全・安心の設計システム技術者養成課程
（工学研究科・機械工学専攻）

相互啓発による創造的学力育成カリキュラム
～学生による評価と

相互チュータリングの試み～
（社会学部）

政策提案能力を養う理論と実践との交流教育
～同志社大学政策学部PBL教育と
京都府地域力再生活動との連携～

（政策学部）

文理融合型教育による課題解決能力の育成
～データサイエンスによる
文化事象の解明を通じて～

（文化情報学部）

プログラム名

大学院
教育改革支援
プログラム

質の高い
大学教育推進
プログラム

採択テーマ

（
広
報
課
）
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は
全
国
20
大
学・
機
関
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー・
映

像・資
料
等
が
並
び
、参
加
者
に
よ
る
投
票
の
結
果
、

本
学
が
応
募
し
た「C

hallenged

キ
ャ
ン
プ
」※
が

最
も
優
秀
な
取
り
組
み
と
し
て
、PEPN

et-Japan

賞（
大
賞
）を
受
賞
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
本
学
を
代
表
し
て
キ
ャ
ン
プ
参
加

学
生
が
表
彰
を
受
け
た
。壇
上
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
た
学
生
か
ら
は
、「
学
生
生
活
を
支
え
て
く

れ
た
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
ま
す
」「
こ
の

キ
ャ
ン
プ
で
得
る
こ
と
が
で
き
た
み
ん
な
の
素
敵

な
笑
顔
が
、全
国
の
大
学
に
広
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」「
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
の
は
学
生
で

す
が
、キ
ャ
ン
プ
を
企
画
し
、支
え
て
く
れ
た
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
」な

ど
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
、会
場
は
拍
手

に
包
ま
れ
た
。

※「C
hallenged

キ
ャ
ン
プ
」と
は
一
人
一
人
の
障
害
体
験
を
通
じ
た
各
種

障
害
へ
の
理
解
と
自
分
自
身
の
心
の
バ
リ
ア
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
り

心
身
と
も
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。そ
こ
で
の
学
び
を
今
後

の
社
会
生
活
に
広
く
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

〜
卒
業
生
の
新
刊
図
書
〜

■
司
法
試
験
結
果

平
成
20
年
度
　
新
司
法
試
験
合
格
者
数

平
成
20
年
度
　
旧
司
法
試
験
最
終
合
格
者
数

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
　
ラ
テ
ン
語
著
作
集

中
山
善
樹
　
訳
　
知
泉
書
館
　

9
5
0
0
円 

承
認
欲
求

太
田
肇
　
著
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
1
5
0
0
円 

世
の
中
が
わ
か
る
経
済
学
の
は
な
し

経
済
学
部
教
員
53
名
　
同
志
社
大
学
経
済
学
会

中
世
京
都
の
軌
跡

鋤
柄
俊
夫
　
著
　
雄
山
閣
　

2
8
0
0
円 

ア
メ
リ
カ
　
自
由
の
物
語(

下
）

肥
後
本
芳
男
　
他
　
多
数
執
筆
　
岩
波
書
店
　

3
8
0
0
円 

社
会
の
構
造
と
変
動

鵜
飼
孝
造
　
他
　
多
数
執
筆
　
世
界
思
想
社
　

2
0
0
0
円 

労
働
契
約
法

土
田
道
夫
　
著
　
有
斐
閣
　

5
8
0
0
円 

逐
条
解
説
会
社
法

龍
田
節
、松
尾
健
一
、伊
藤
靖
史
　
他
　
多
数
執
筆
　

中
央
経
済
社
　

4
7
0
0
円 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
教
育
改
革

松
久
玲
子
　
他
　
多
数
執
筆
　
行
路
社
　

2
1
0
0
円 

手
塚
治
虫

竹
内
オ
サ
ム
　
著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　

2
4
0
0
円 

手
形
法
小
切
手
法
講
義

伊
藤
靖
史
　
他
　
多
数
執
筆
　
成
文
堂
　
1
8
0
0
円 

日
本
的
人
事
管
理
論

太
田
肇
　
著
　
中
央
経
済
社
　

2
4
0
0
円 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
社
会
政
策

冨
田
安
信
　
他
　
多
数
執
筆
　
法
律
文
化
社
　

3
2
0
0
円 

開
放
系
言
語
学
へ
の
招
待

松
木
啓
子
　
他
　
多
数
執
筆
　

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
　

2
4
0
0
円 

写
真
空
間
2
　

清
水
穣
　
他
　
多
数
執
筆
　
青
弓
社
　

2
0
0
0
円 

食
の
講
座

名
和
又
介
　
他
　
多
数
執
筆
　

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
出
版
部
　
1
5
0
0
円 

日
米
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
戦
略

太
田
原
準
　
他
　
多
数
執
筆
　

名
古
屋
大
学
出
版
会
　

3
6
0
0
円 

検
証
　
格
差
拡
大
社
会

田
中
宏
樹
　
他
　
多
数
執
筆
　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
1
8
0
0
円 

国
民
主
権
と
法
の
支
配（
上
巻
）

釜
田
泰
介
　
他
　
多
数
執
筆
　
成
文
堂
　
1
0
0
0
0
円 

国
民
主
権
と
法
の
支
配（
下
巻
）

釜
田
泰
介
　
他
　
多
数
執
筆
　
成
文
堂
　
1
0
0
0
0
円 

親
密
な
関
係
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド

谷
口
弘
一
　
執
筆
・
監
訳
　
北
大
路
書
房
　

3
4
0
0
円

21
世
紀
の
都
市
像

伊
多
波
良
雄
　
他
　
多
数
執
筆
　
古
今
書
院
　

2
6
0
0
円 

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
考
え
る
民
法

石
田
剛
　
他
　
多
数
執
筆
　
商
事
法
務
　

2
8
0
0
円 

言
語
の
生
得
性
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
性

中
井
悟
　
著
　
昭
和
堂
　

4
2
0
0
円  

前
号（
1
5
6
号
）掲
載
記
事
に
つ
い
て

本
学
教
職
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ（
価
格
は
税
別
）

東 京 大 学

中 央 大 学

慶應義塾大学

早 稲 田 大 学

京 都 大 学

明 治 大 学

一 橋 大 学

神 戸 大 学

同 志 社 大 学

東 北 大 学

立 命 館 大 学

東 京 大 学

京 都 大 学

中 央 大 学

早 稲 田 大 学

慶應義塾大学

一 橋 大 学

大 阪 大 学

同 志 社 大 学

北 海 道 大 学

名 古 屋 大 学

法科大学院名大学名 受験者数

366

352

292

345

241

264

127

128

210

127

205

25

14

13

12

11

6

6

5

4

4

252

276

211

26

169

155

93

91

147

77

154

114

76

81

319

72

109

34

37

63

50

51

200

196

165

130

100

84

78

70

59

59

59

155

179

135

20

84

65

65

54

45

38

53

45

17

30

110

16

19

13

16

14

21

6

合格者数合格者数 既 修 既 修未 修 未 修

■
新
任
教
員
紹
介

■
退
職
教
員

こ
の
た
び
新
し
い
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

①
所
属（
学
科
） 

②
職
名 

③
主
な
担
当
科
目

2
0
0
8
年
8
月
31
日
付
で
、次
の
先
生
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

・
政
策
学
部
　
講
師
　
秋
吉
史
夫

冨
田 

健
司

（
と
み
た
・
け
ん
じ
）

①
商

②
准
教
授

③
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
1

丸
山 

正
樹

（
ま
る
や
ま
・
ま
さ
き
）

①
理
工（
数
理
シ
ス
テ
ム
）

②
教
授

③
解
析
学
Ⅱ

磯
村 

昭
和
さ
ん（
1
9
7
4
年
文
学
部
英
文
学
科
卒
業
）

「
青
の
季
節

−

光
と
影
」

文
芸
社
　
1
0
0
0
円（
税
別
）

志
村 

和
次
郎
さ
ん（
1
9
6
1
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
）

「
　
儻
不
羈
の
事
業
家
　
新
島
襄
と
下
村
孝
太
郎

−

時
代
を
生
き
抜
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
魂

−

」

大
学
教
育
出
版
　
1
8
0
0
円（
税
別
）

1
5
6
号
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

■
特
集「
座
談
会
・
留
学
生
に
聞
く
」

●

学
生
氏
名

【
誤
】王 

　
明（
オ
ウ 

ギ
ョ
ク
ミ
ン
）

  

↓
【
正
】王 

正
明（
ワ
ン 

チ
ェ
ン
ミ
ン
）

●

寮
の
名
称

【
誤
】リ
チ
ャ
ー
ド
ハ
ウ
ス

  

↓
【
正
】リ
チ
ャ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

●

2
0
0
8
年
度
卒
業
式
・
学
位
授
与
式

3
月
22
日（
日
）13
時

生
命
医
科
学
研
究
科
　
を
追
記

●

本
学
教
職
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介

【
誤
】新
関 

三
季
代

  

↓
【
正
】新
関 

三
希
代

【
誤
】東
良 

彰

  

↓
【
正
】東 

良
彰

以
上
、訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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理
工
学
部
に
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科

が
開
設
さ
れ
、丸
4
年
が
過
ぎ
た
。当
学
科
は
理

工
学
部
で
唯
一
文
系
受
験
を
実
施
し
て
お
り
、多

種
多
様
な
学
生
が
在
籍
し
、ま
た
理
数
系
科
目

だ
け
で
な
く
社
会
科
学
系
科
目
の
履
修
を
課
し

て
い
る
。エ
ン
ジ
ニ
ア
、特
に
人
と
関
わ
る
シ
ス

テ
ム
を
提
案
・
設
計
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
こ
れ
か
ら
の
技
術
者
は
、い
わ
ゆ
る
数
学
・
物

理
を
は
じ
め
と
す
る
理
工
学
系
科
目
だ
け
で
は

な
く
、人
間
や
社
会
の
こ
と
に
も
興
味
を
持
ち
、

か
つ
積
極
的
に
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
。当
学
科
の
一
期
生
は
こ
の

春
、社
会
に
出
た
り
、大
学
院
に
進
学
し
た
り
と

人
生
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
、こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
私
は
今
年
度
か
ら
、同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
長
を
拝
命
し
て
い
る
。

同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、毎

年
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
に
関
す
る

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

学
生
・
生
徒
や
教
職
員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
た
い
と
思
え
ば
、秋
学
期
に
応
募
し
、実
施

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、翌
年
度
に
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
そ
の
活
動
が
支
援
さ
れ
る
。ま
た
、自

身
で
の
立
ち
上
げ
は
敷
居
が
高
い
と
思
え
ば
、企

業
や
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
、全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
生
コ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
基
本
的
に
１
年

間
で
あ
る
が
、積
極
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を

通
し
て
、Ｉ
Ｔ
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
様
々
な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。年
々
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
学
生
の

数
は
増
加
し
て
い
る
。同
志
社
大
学
の
理
系
学
生

だ
け
で
な
く
、文
系
学
生
や
同
志
社
女
子
大
学

の
学
生
な
ど
、多
種
多
様
な
背
景
の
個
人
が
集

ま
る
こ
と
で
、そ
こ
か
ら
新
た
に
創
造
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
る
。

　
ま
た
、今
年
度
春
に
は
理
工
学
部
学
生
主
任

と
し
て
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
に
、ま
た
夏

に
は
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
主
催
の「
自
分

発
見
の
エ
コ
ツ
ア
ーin

白
川
郷
」に
参
加
し
た
。

夏
期
休
暇
に
開
催
さ
れ
る
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、函
館
キ
ャ
ン
プ
、熊
本
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
あ

り
、毎
年
多
く
の
学
生
が
同
志
社
の
一
員
と
し
て

の
認
識
を
新
た
に
し
て
い
る
。一
方
、同
エ
コ
ツ

ア
ー
は
今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、自
己
啓
発
・
自
己
改
革
を
目
的

と
し
た
3
泊
4
日
の
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

今
回
、自
然
あ
ふ
れ
る
世
界
遺
産
で
あ
る
合
掌

造
り
の
集
落
を
有
す
る
白
川
郷
で
、14
名
の
学

生
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
す
る

と
と
も
に
、4
日
間
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
西
田
氏（
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学

校
校
長
）の
人
柄
に
魅
せ
ら
れ
た
。参
加
し
た
学

生
も
有
意
義
な
時
間
と
経
験
を
得
た
と
確
信
す

る
。

　
同
志
社
で
は
、こ
の
よ
う
に
、正
課
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、

教
員
だ
け
で
な
く
職
員
が
積
極
的
に
学
生
の
自

己
啓
発
や
自
己
改
革
の
手
助
け
や
場
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
、同
志
社
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
オ
ー
ル
同
志
社
の
最
も
す
ば
ら
し

い
点
で
あ
り
、高
い
価
値
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。学
生
諸
氏
は
、こ
れ
ら
の
機

会
や
場
を
積
極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
切
に

願
っ
て
い
る
。

大久保 雅史
理工学部情報システムデザイン学科教授

大阪市出身。大阪大学工学部卒業、同大学院工学研究科修
了・博士（工学）（大阪大学）。大阪大学助手、U. C. at Berkeley
客員研究員、岡山県立大学講師、同助教授を経て，2004年か
ら現職。専門はヒューマンインタフェース。ヒューマンインタ
フェース学会論文賞、IEEE Workshop on Robot and Human 
Interactive Communication Best Paper Award、日本機械学会
設計工学・システム部門フロンティア賞などを受賞。
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欅
●
小
山
さ
ん
が
警
察
官
を
志
さ
れ
た
理
由
は
ど

う
い
っ
た
も
の
で
し
た
か
。

小
山
●
警
察
で
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
拝
命
と

言
う
の
で
す
が
、私
を
含
め
て
女
性
23
名
が
拝
命

し
た
の
は
昭
和
53
年
。京
都
府
警
が
女
性
警
察
官

を
採
用
す
る
の
は
実
に
30
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し

た
。戦
後
間
も
な
く
昭
和
21
年
に
初
め
て
女
性
警

察
官
の
採
用
が
あ
り
、そ
の
後
、長
き
に
亘
っ
て
採

用
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。就
職
の
時
期
、30

年
ぶ
り
の
募
集
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
新
聞
に
載

り
、そ
れ
を
見
た
母
が
、昔
警
察
職
員
を
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、「
受
け
て
み
た
ら
」と

言
う
の
で「
そ
れ
も
い
い
か
な
」と（
笑
）。大
学
で
心

理
学
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
の
で
、福
祉
的
な
仕

事
で
人
と
接
す
る
職
業
を
探
し
て
お
り
、警
察
官

は
ま
さ
に
人
と
接
す
る
仕
事
で
す
し
、少
年
相
談

な
ど
で
心
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

欅
●
京
都
府
警
に
入
ら
れ
て
か
ら
は
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

小
山
●
警
察
学
校
で
6
カ
月
の
教
養
期
間
を
終

え
て
、松
原
警
察
署
、現
在
の
東
山
署
で
交
番
勤
務

を
し
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。そ
の
後
、本
部
の
少

年
課
で
少
年
補
導
、教
養
課
で
警
察
の
機
関
誌
を

作
る
仕
事
を
し
た
後
、1
1
0
番
通
報
を
受
け
る

通
信
指
令
課
で
電
話
の
受
信
を
し
ま
し
た
。そ
し

て
警
察
学
校
の
教
官
、七
条
警
察
署
の
交
番
所
長

を
し
、次
に
ま
た
少
年
課
へ
。こ
こ
で
は
被
害
少
年

保
護
係
と
い
っ
て
、当
時
重
要
だ
と
言
わ
れ
始
め

た
犯
罪
被
害
者
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
、山
科
警
察
署
生
活
安
全
課
の
課
長
代
理
と

し
て
薬
物
や
銃
器
を
取
り
扱
う
保
安
係
に
所
属

し
、上
鴨
警
察
署（
現・
北
警
察
署
）の
生
活
安
全
課

長
、川
端
警
察
署
の
生
活
安
全
課
長
を
務
め
た
後
、

本
部
に
戻
っ
て
生
活
安
全
企
画
課
で
最
初
は
地
域

安
全
係
に
。当
時
、京
都
で
は
醍
醐
の
小
学
校
で
子

ど
も
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、そ
れ
を

き
っ
か
け
に
地
域
の
ハ
ー
ド
面
、ソ
フ
ト
面
の
安
全

が
叫
ば
れ
始
め
た
時
期
で
し
た
。そ
の
後
は
が
ら

り
と
変
わ
っ
て
警
務
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
給
与
の

担
当
を
し
た
後
、生
活
環
境
課
と
い
う
悪
質
商
法

や
生
活
環
境
の
問
題
な
ど
を
扱
う
部
署
に
異
動
に

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
3
月
、警
視
に
昇
任
し

て
生
活
安
全
部
生
活
経
済
課
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策

室
室
長
に
な
り
、現
在
に
至
り
ま
す
。

欅
●
30
年
ぶ
り
に
採
用
さ
れ
た
女
性
警
察
官
と
い

う
こ
と
で
、苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。

小
山
●
私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
で
す
が
、受

け
入
れ
る
側
も
初
め
て
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

女
性
警
察
官
も
最
初
は
交
番
勤
務
か
ら
始
ま
る

の
で
す
が
、当
時
は
ま
だ
法
律
上
泊
ま
り
勤
務
が

小
こ

山
や ま

 雅子さん
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文化学科心理学専攻卒業】
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で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。交
番
は
24
時
間
勤
務
で
す

か
ら
、泊
ま
り
が
で
き
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。で
す
か
ら「
日
勤
だ
け
の
警
察
官
な
ん
て
い
ら

な
い
」と
、よ
く
言
わ
れ
ま
し
た（
笑
）。そ
し
て
平
成

3
年
、地
域
部
通
信
指
令
課
に
配
属
に
な
っ
た
と

き
、男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
て
よ
う
や
く

泊
ま
り
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
京
都
府
警
で
女
性
警
察
官
が
泊
ま
り
勤

務
を
し
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。巡
査
部
長

に
な
っ
た
の
も
初
め
て
で
し
た
し
、警
部
補
、警
部
、

今
回
の
警
視
昇
任
も
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、新

聞
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多
い
の

で
す
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、昔
は
し
ん
ど
い
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ（
笑
）。た
だ
や
は
り
、初

め
て
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
光
栄
な
こ

と
で
す
し
、こ
れ
が
運
命
だ
と
し
た
ら
し
っ
か
り
と

そ
れ
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
、初
め
て
だ
か
ら

と
肩
ひ
じ
張
っ
て
い
く
よ
り
、自
分
は
自
分
な
の
だ

か
ら
、肩
の
力
を
抜
い
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

自
分
な
り
に
一
生
懸
命
や
れ
ば
道
は
開
け
て
い
く

は
ず
。そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、何
と
か

や
っ
て
来
れ
た
の
か
な
、と
思
い
ま
す
。

欅
●
女
性
警
察
官
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

小
山
●
少
年
課
な
ど
で
女
の
子
を
相
手
に
話
を

聞
い
た
り
す
る
時
は
、女
性
警
察
官
の
方
が
話
し

や
す
い
と
は
言
え
ま
す
ね
。ま
た
、川
端
署
の
生
活

安
全
課
長
の
時
に
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）法
で
初
め
て
検
挙
し
た
事
例
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、夫
の
暴
力
に
苦
し
ん
で
い
た
女
性

が
私
を
と
て
も
頼
っ
て
く
れ
ま
し
た
。Ｄ
Ｖ
の
被

害
女
性
は
男
性
に
強
い
恐
怖
心
を
持
ち
ま
す
か

ら
、そ
の
意
味
で
は
女
性
警
察
官
で
良
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。た
だ
、警
察
官
の
仕
事
は

女
性
で
あ
る
こ
と
が
す
べ
て
い
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、女
性
だ
か
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ち
な
み
に
現
在
、京
都
府
警
全

体
で
約
4
5
0
人
の
女
性
警
察
官
が
い
る
の
で

す
が
、ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
署
に
女
性
警
察
官

が
い
ま
す
。

欅
●
警
察
官
を
さ
れ
て
い
て
喜
び
を
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
。小

山
●
や
は
り
府
民
の
方
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
う

れ
し
い
で
す
ね
。そ
れ
に
、今
は

女
性
警
察
官
の
後
輩
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
し
、警
察
学
校
の
教
官

を
し
て
い
た
と
き
の
教
え
子
も

い
ま
す
か
ら
、彼
女
た
ち
の
活
躍

を
見
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

欅
●
現
在
、ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策

室
室
長
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、近
頃
、凶
悪
犯

罪
を
犯
し
た
犯
人
が
、事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
犯
行
予
告
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
例
が
あ
り

ま
す
。そ
の
よ
う
な
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

民
間
人
が
犯
行
予
告
の
収
集
・
通
報
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
、実
際
に
事
件
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。そ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
を

は
じ
め
、今
後
民
間
人
と
連
携
し
た
犯
罪
予
防
へ

の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

小
山
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、犯
罪
予
防

は
警
察
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。民
間
の
団
体
、一

般
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。警
察
で
も
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
考
え

て
い
ま
す
が
、警
察
が
す
る
こ
と
は
事
件
を
起
こ

し
た
人
間
を
検
挙
し
て
、一
罰
百
戒
的
に
犯
罪
が

悪
い
こ
と
だ
と
知
ら
し
め
て
い
く
こ
と
が
第
一
で

す
。同
時
に
一
般
の
団
体
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

連
し
た
も
の
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
業
種
の
方
々
と
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。特
に
犯
行
予
告
な
ど
の
場
合
、

サ
イ
ト
の
管
理
者
に
き
ち
ん
と
対
処
を
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
匿
名
と
い
う
の

は
絶
対
に
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
た

め
に
は
サ
イ
ト
の
管
理
者
等
に
情
報
を
提
供
し
て

も
ら
わ
な
い
と
隠
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。し
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
あ
ま
り
に

も
広
く
、警
察
だ
け
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
到
底

不
可
能
で
す
。や
は
り
一
般
の
方
の
協
力
は
不
可

欠
で
す
。秋
葉
原
の
事
件
以
降
、お
も
し
ろ
が
っ
た

り
模
倣
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、私
た
ち

は
と
に
か
く
怪
し
い
も
の
、特
に
緊
急
性
や
具
体

性
の
あ
る
も
の
を
見
つ
け
た
ら
1
1
0
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。実
際
、そ
う

い
っ
た
通
報
が
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、電
話
で
も

メ
ー
ル
で
も
、私
た
ち
は
一
つ
ひ
と
つ
対
応
し
て
い

ま
す
。中
に
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者
が
不
審

な
書
き
込
み
を
見
つ
け
、Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

欅
●
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
へ
の
対
策
は
、他
府
県
で
も
行

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
山
●
府
県
に
よ
っ
て
名
称
や
体
制
は
異
な
り
ま

す
が
、ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
の
部
署
は
全
国
に
あ
り

ま
す
。京
都
は
比
較
的
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い

て
、平
成
11
年
に
現
在
の
対
策
室
の
前
身
に
当
た

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
い
ま
す
。い
ち

早
く
取
り
組
ん
だ
分
、他
府
県
よ
り
少
し
進
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
自
慢
し
て
い
い
と
思
う

の
で
す
が
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
職
員
一
名
を
除
き
、全

員
が
警
察
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
捜
査
員
ば
か
り

な
の
で
す
。他
府
県
で
は
一
般
企
業
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
関
連
に
携
わ
っ
た
人
材
が
中
途
採
用

で
入
職
し
、ハ
イ
テ
ク
犯
罪
捜
査
に
携
わ
っ
て
い
る

例
が
多
い
の
で
す
が
、京
都
府
警
は
全
員
が
捜
査

員
な
の
で
捜
査
能
力
と
い
う
点
で
は
長
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
は
急
激
に
進

展
し
て
い
ま
す
。10
年
も
た
た
な
い
間
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
人
口
は
7
・
6
倍
に
増
え
、国
民
の
69
％
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
時
代
で
す
。次
々

に
新
し
い
違
法
行
為
が
現
れ
て
き
て
、放
っ
て
お
く

と
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。他
の

犯
罪
で
も
同
じ
な
の
で
す
が
、法
の
網
の
目
を
す
り

抜
け
る
よ
う
な
新
し
い
犯
罪
が
出
て
く
る
と
、芽
の

段
階
で
す
ぐ
に
摘
み
取
っ
て
し
ま
わ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。ま
さ
に
そ
れ
が
警
察
の
や
る
べ
き
大
事
な

仕
事
な
の
で
す
。

欅
●
市
民
の
安
全
を
守
る
警
察
官
と
い
う
仕
事
を

小山雅子さんに聞く京都府警察本部ハイテク犯罪対策室室長（京都府警初の女性警視）
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さ
れ
る
う
え
で
、信
条
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

小
山
●
や
は
り
府
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
第
一

で
す
。私
た
ち
の
仕
事
は
自
己
満
足
で
は
い
け
ま
せ

ん
。自
分
た
ち
の
仕
事
を
府
民
の
皆
さ
ま
に
認
め
て

い
た
だ
か
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
府
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
取
り
締
り
に
関
し
て
も
、生
活
に
は
直
接
関
係

な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、安
全・
安

心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
を
支
え
る
と
い
う
意

味
で
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。法
に
反
す
る
こ
と
を

違
法
だ
と
知
ら
し
め
ら
れ
る
の
は
、警
察
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
か
ら
。そ
れ
は
例
え
ば
、駐
車
違
反
一つ
を

取
っ
て
も
同
じ
で
す
。他
に
も
駐

車
違
反
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の

に
な
ぜ
自
分
だ
け
が
、と
よ
く
言

わ
れ
る
の
で
す
が
、悪
質
な
違
反

を
取
り
締
ま
る
こ
と
で
全
体
を

良
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
。

欅
●
小
山
さ
ん
が
同
志
社
大
学

の
学
生
だ
っ
た
頃
の
思
い
出
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
山
●
私
た
ち
が
在
学
し
て
い

た
の
は
、ま
だ
心
理
学
科
が
文
化

学
科
心
理
学
専
攻
だ
っ
た
時
代

で
す
。少
人
数
で
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
授
業
だ
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
集
ま
っ

て
勉
強
会
を
し
た
り
、旅
行
し
た

り
、ス
キ
ー
に
も
行
き
ま
し
た
。と

に
か
く
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
金

を
貯
め
て
旅
行
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
ね
。

欅
●
大
学
時
代
に
こ
れ
を
し
て
お
け
ば
い
い
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
山
●
警
察
学
校
の
教
官
を
し
て
い
る
と
き
に
、高

卒
と
大
卒
の
生
徒
に
は
違
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。年
齢
は
も
ち
ろ
ん
違
う
の
で
す
が
、そ
れ
以
外

に
高
卒
の
人
と
大
卒
の
人
と
で
は
、人
間
の
幅
の
よ

う
な
も
の
が
異
な
る
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。勉
強

だ
け
で
は
な
く
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
学
部
の
仲
間
同

士
の
つ
き
合
い
を
含
め
て
、大
学
で
学
ぶ
と
い
う
経

験
が
人
間
を
大
き
く
す
る
の
で
す
ね
。だ
か
ら
勉
強

も
遊
び
も
旅
行
も
、大
学
と
い
う
場
で
色
々
な
こ
と

を
経
験
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。友
達
と

北
海
道
を
20
泊
21
日
で
旅
行
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
。電
車
を
乗
り
継
い
で
、ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊

ま
っ
て
…
。そ
う
い
っ
た
経
験
は
学
生
時
代
に
し
か

で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

欅
●
心
理
学
を
学
ば
れ
て
、現
在
の
お
仕
事
で
役

に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
山
●
心
理
学
は
人
間
を
見
る
学
問
で
す
か
ら
、

人
を
見
る
目
が
少
し
違
う
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
。視
点
の
多
さ
と
言
え
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
、そ
う
い
っ
た
点
で
は
心
理
学
を
学
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

欅
●
最
後
に
、私
た
ち
学
生
が
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

小
山
●
ま
ず
は
、よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
の
が
第
一
で
す
か
ら
、そ
の
た
め

に
し
っ
か
り
対
策
し
て
お
く
べ
き
で
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界

に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
、自
分
の
こ
と
を
現
実
か

ら
切
り
離
し
た
仮
想
の
存
在
の
よ
う
に
誤
解
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。実
社
会
で
弱
い
存
在
、友
達
も

い
な
く
て
孤
独
な
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で

自
己
主
張
し
、自
己
顕
示
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に

犯
罪
に
走
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。被
害
者
も
同
じ
で
、被
害
に
あ
っ
て
い
る
の
に
そ

れ
が
わ
か
ら
な
い
。バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
で
あ
っ
て

も
現
実
の
社
会
と
同
じ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

欅
●
私
も
大
学
で
は
毎
日
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、今
後
は
十
分
注
意
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前向きに取り組んでいくことの大切さを痛感
実は小山さんは、学部は違いますが父と同期生でした。小山さんのよ

うに人の上に立って仕事をしていくには、先見性などさまざまな資質

が備わっていないとできません。しかも女性警察官として多くのハー

ドルを乗り越えてこられて、今も変わらず前向きに頑張っておられる

ことに感銘を受けました。フィールドは違いますが、私も自己満足では

なく人の役に立つ仕事をしていきたいと思います。

I N T E R V I E W E R

欅
けやき

 惇志さん
文化情報学部4年次生

現在はメディア情報学研究室で、
構造化文書からの重要部分抽出に
関する研究に従事。卒業後は大学
院に進学し、検索エンジンの検索
アルゴリズムとその実用化に関す
る研究に携わる予定。将来は「自分
の知識や技術を活かし、達成感が
得られる仕事がしたい」という。
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

の
京
都
画
壇
を
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
私
に
、「
江
戸
時

代
の
絵
画
の
専
門
家
を
探
し
て
い
る
」と
誘
い
が
あ
り
、博

物
館
の
嘱
託
職
員
と
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。当
時
は
大

学
院
に
進
み
、そ
れ
か
ら
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
の
で
、急
い
で
残
っ
て
い
た
単
位
を
取
り
ま
し
た
。

　
在
学
中
、講
義
の
合
間
を
利
用
し
て
、相
国
寺
へ
行
っ
て

の
ん
び
り
読
書
し
た
り
昼
寝
を
し
た
り
、御
所
を
ぶ
ら
ぶ
ら

散
歩
し
た
り
と
、私
に
と
っ
て
は
今
出
川
校
地
の
周
辺
一
帯

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。せ
っ
か
く
京
都
に

い
る
の
で
す
か
ら
、学
生
時
代
に
時
間
を
も
っ
と
有
効
利
用

し
、刺
激
や
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
京

都
は
散
歩
が
楽
し
め
る
町
で
、私
も
よ
く
授
業
が
終
わ
っ
た

後
、今
出
川
校
地
か
ら
御
所
を
抜
け
て
京
阪
三
条
ま
で
歩

い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
途
中
で
風
景
や
店
な
ど
色
々

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。京
都
に
住
ん
で
い
る
方
で
も
気
づ
か

な
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、私
の
よ
う
な
地

方
出
身
者
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。で
す
の
で
、も
う
京

都
の
近
く
か
ら
は
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

の
か
を
教
え
て
く
れ
る
格
好
の
材
料
だ
と
思
い
ま
す
。現

代
の
日
本
人
に
は
、自
ら
の
文
化
で
あ
る
日
本
美
術
な
ど

に
対
し
、海
外
や
メ
デ
ィ
ア
で
評
価
さ
れ
た
も
の
に
対
し

て
観
覧
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ン
ド
志

向
が
、こ
の
世
界
に
も
強
く
出
て
い
ま
す
。評
価
す
る
感

覚
、も
の
の
見
方
自
体
を
外
国
や
市
場
動
向
に
委
ね
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。自
分
た

ち
の
も
の
を
自
分
た
ち
で
わ
か
る
と
い
う
、価
値
観
を
育

て
る
こ
と
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
進
学
に
つ
い
て
は
、最
初
は
経
済
学
部
を
志
望

し
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
浪
人
時
代
、日
本
史
の
授
業

で
東
大
寺
戒
壇
院
に
あ
る
四
天
王
と
い
う
国
宝
の
仏
像

を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。そ
れ
以
前
に
も
美
術
が

好
き
で
絵
を
描
く
の
も
得
意
で
し
た
が
、文
学
部
で
美

術
史
を
学
べ
る
と
知
り
、日
本
美
術
な
ら
京
都
、と
い
う
こ

と
で
同
志
社
大
学
を
受
験
し
た
の
で
す
。学
生
時
代
は
、同

志
社
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
と
い
う
、京
都
市
教
育
委
員
会

の
委
託
を
受
け
て
子
ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ
ー
ク
ル
と
、書
道
部
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
。展
覧
会
を
観
に
行
っ
た
り
美
術
関
係
の
本
を
買
い
集

め
た
り
し
て
は
い
ま
し
た
が
、資
格
取
得
は
と
も
か
く
、現

実
に
学
芸
員
に
な
れ
る
と
は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
卒
業
の
前
年
、文
化
財
調
査
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、

大
学
Ｏ
Ｂ
の
学
芸
員
の
調
査
補
助
を
し
た
こ
と
で
す
。文
化

財
に
ふ
れ
る
こ
と
が
刺
激
的
で
、嬉
々
と
し
て
調
査
に
取
り

組
む
姿
が
先
輩
の
印
象
に
残
っ
た
の
か
、ち
ょ
う
ど
18
世
紀

　
今
の
仕
事
は
ま
ず
展
覧
会
の
開
催
で
す
。大
津
市
は
、比

叡
山
延
暦
寺
や
石
山
寺
な
ど
錚
々
た
る
大
寺
が
い
く
つ
も

存
在
す
る
土
地
柄
で
す
。そ
の
豊
か
な
大
津・
近
江
の
文
化

財
や
歴
史・
文
化
を
物
語
る
貴
重
で
興
味
深
い
資
料
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、埋
も
れ
て
い
る
文
化
財
の
調
査・研

究
も
行
い
ま
す
。過
去
の
知
ら
れ
て
い
な
い
文
化
的
な
遺
産

を
発
掘
し
て
、過
去
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
発
信
し
て
い
く

の
で
す
。さ
ら
に
、各
種
の
講
座
や
現
地
見
学
会
な
ど
に
よ

る
普
及
活
動
も
重
要
な
仕
事
で
す
。普
段
仕
事
を
し
て
い

る
と
、日
本
人
と
し
て
、地
域
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
探
し
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。文
化

や
歴
史
は
、自
分
が
何
も
の
な
の
か
、何
を
大
事
に
す
べ
き
な

P R O F I L E

自
ら
の
文
化
を
評
価
す
る
価
値
観
を
育
て
、

日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
す
お
手
伝
い
を
。

横谷 賢一郎さん
【1993年文学部文化学科
美学及芸術学専攻卒業】
大津市歴史博物館　学芸員

出身は埼玉県。博物館に7人在籍する学芸員の
中で、絵画を専門に担当。大津市に住んで10年
余り。日 さ々まざまな場所で出合う文化財、アン
ティーク作品などを携帯電話のカメラで撮影、
保存している。中には自宅のベランダから撮っ
た琵琶湖の朝焼けの写真も。「琵琶湖の見える
土地が本当に気に入っています」とはにかんだ
笑顔を見せる。今後はさらに地域との関わりを
深め、「地元の物知り博士のような存在になれ
れば」と言う。
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。第40回

る
自
信
は
あ
り
ま
す
し
、会
社
で
も「
辺
境
の
地
な
ら
お
前

を
行
か
せ
る
」と
言
わ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら（
笑
）。

　
在
学
中
は
最
初
か
ら
海
外
留
学
を
目
標
に
し
て
い
ま
し

た
の
で
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
得
点
を
上
げ
る
た
め
に
英
語
の
勉

強
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。神
学
部
の
授
業
も
、ゴ
ス
ペ
ル
を

歌
っ
た
り
、自
分
の
好
き
な
絵
を
見
な
が
ら
講
義
が
行
わ
れ

た
り
し
た
の
で
、学
校
へ
行
く
の
が
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
に
と
っ
て
一
番
い
い
学
部
に
進
め
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
に
あ
た
っ
て
は
、大
手
企
業
を
目
指
す
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、私
は
焦
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
分
に
合
う

会
社
を
探
し
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
し

た
い
こ
と
が
し
っ
か
り
見
極
め
ら
れ
ま
し
た
し
、大
企
業
で
は

私
が
経
験
し
た
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。与
え
ら
れ
た
業
務
が
思
い
描
く
仕
事
に
合
致
す
れ
ば
、

こ
れ
以
上
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。や
り
た
い
こ
と

と
で
き
る
こ
と
の
距
離
が
近
い
と
い
う
こ
と
が
、仕
事
を
す

る
上
で
一
番
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

接
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、そ
の
ま
ま
内
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。入
社
日
に
呼
ば
れ「
チ
ェ
コ
行
の
飛
行
機
の
チ

ケ
ッ
ト
を
手
配
し
て
く
れ
」と
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
か
ら
、

本
当
に
即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。日
本

と
チ
ェ
コ
を
数
週
間
お
き
に
往
復
す
る
生
活
を
2
年
ほ
ど

続
け
ま
し
た
。現
地
で
は
事
務
所
の
物
件
を
見
つ
け
る
と
こ

ろ
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
を
引
き
、人
材
確
保
ま
で

本
当
に
一
か
ら
の
立
ち
上
げ
で
し
た
の
で
何
で
も
や
り
ま
し

た
。し
か
し
、留
学
時
代
の
友
人
が
多
く
い
て
、ま
た
仕
事
を

通
じ
て
人
間
関
係
も
広
が
る
こ
と
で
、苦
に
な
ら
ず
と
て
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
7
年
の
初
め
ま
で
、本
社
の
営
業
部
海
外
チ
ー

ム
に
所
属
し
な
が
ら
チ
ェ
コ
に
出
張
し
て
い
ま
し
た
。そ
の

後
別
の
営
業
チ
ー
ム
に
移
り
、東
京
支
社
で
仕
事
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、英
語
で
営
業
が
で
き
る
人
材

が
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、今
年
2
月
に
現
在
勤
務
す

る
取
引
先
メ
ー
カ
ー
に
1
年
間
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。所
属
の
部
署
で
は
、部
品
を
運
ぶ
際
に
用
い
る
搬

送
用
保
護
フ
ィ
ル
ム
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ル
ム
を
扱
っ
て

い
ま
す
。私
は
主
に
海
外
へ
販
売
す
る
際
の
デ
リ
バ
リ
ー
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、商
社
で
あ
る
日
信
商
事
に
戻
る
こ
と

を
見
据
え
、積
極
的
に
客
先
の
会
社
に
出
か
け
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。今
後
は
も
っ
と
営
業
と
い
う
仕
事
を
通
じ

て
海
外
に
出
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。チ
ェ
コ
へ
留
学
中

に
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
人
と
寮
で
共
同
生
活
を
送
っ

て
い
た
経
験
も
あ
り
、ど
こ
へ
行
っ
て
も
す
ぐ
に
溶
け
込
め

　
3
年
次
の
夏
か
ら
1
年
間
、チ
ェ
コ
の
大
学
に
交
換
留

学
し
、帰
国
し
た
4
年
次
の
秋
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
た

私
は
、就
職
フ
ェ
ア
の
ブ
ー
ス
で
偶
然
今
の
会
社
を
見
つ
け

ま
し
た
。「
チ
ェ
コ
語
を
話
せ
ま
す
か
」と
チ
ェ
コ
語
で
書
い
た

看
板
に
興
味
を
持
ち
話
を
伺
う
と
、現
地
法
人
立
ち
上
げ

要
員
と
し
て
、チ
ェ
コ
の
事
情
に
詳
し
い
人
材
を
探
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。翌
日
電
話
が
あ
り
、す
ぐ
面

P R O F I L E

自
分
の
た
め
に
一
番
い
い
学
部
を
選
び
、

自
分
の
一
番
し
た
い
こ
と
が

で
き
る
会
社
で
働
く
。

松中 歩さん
【2005年神学部卒業】

日信商事株式会社
東京支社営業部　副主任

（現在、出向先の化成品メーカーで
機能性フィルム部門営業部に所属）

父の仕事の関係で3歳から8歳までアメリカで暮らした。
文学部英文学科にも合格したが、文化や宗教をしっか
り理解し、外国人とのコミュニケーションに活かしたいと
考えて神学部を選択。留学先にチェコを選んだのは、好
きなゴシック建築が戦争で破壊されずに残っているこ
と、ヨーロッパの中央部にあって各国を旅するのに都合
が良かったことが理由だと言う。「自分の目で見ないと気
が済まない性格なので」休暇のたびに海外へ向かう。
入社以来インドネシア、ペルー、ロシアを訪れた。

24



第19回同志社京田辺クリスマス燭火讃美礼拝

同志社クリスマスキャンドルライトサービス

第44回　全同志社メサイア演奏会

第5回同志社大学New Island Contest2008開催

第4回  同志社クリスマスチャリティーコンサート in寒梅館

京町家を拠点にした異世代協同プロジェクト

クリスマスはキリストの誕生を記念し、すべての人びとが愛と
信頼によって結ばれる未来を待ち望む祝祭です。キリストの希
望を象徴するキャンドルライトの光のもと、共にクリスマスの
礼拝を捧げましょう。皆さんのご来場をお待ちしております。

【日時】 12月13日（土）　開場 16：00　
【開演】 16：30（18：00終了予定）
※入場無料

【会場】 京田辺校地
　　　 同志社新島記念講堂（女子大学構内）

【お問い合わせ先】 京田辺校地キリスト教文化センター
　　　　　　 TEL:0774-65-7370

キャンドルの光のもと、皆さんでひとつになって、イエス・キリ
ストの誕生をお祝いしましょう。

【日時】12月20日（土）開場17：30 ／開式18：00
※入場無料（来聴歓迎）

【会場】 今出川キャンパス同志社栄光館
　　　（女子大学・女子中高構内）

【主催】 同志社クリスマスキャンドルライトサービス実行委員会
　　　 http://cls.jounin.jp/

【後援】 同志社中学・高校・女子中高・国際中高・香里中高宗教部
　　　 同志社大学キリスト教文化センター・同志社女子大学宗教部

【お問い合わせ先】 同志社女子大学 宗教部
　　　　　　　　 TEL：075-251-4141

キリストの降誕・受難・復活を讃えるヘンデルの大曲「メサイア」は、
キリスト教の精神を徳育の基本に据えた本学の学風の中で、長年
にわたり学生、教職員、卒業生、また地域の人々に愛されてきまし
た。聖夜に響く歌声のもと、素敵なクリスマスをお過ごしください。

同志社大学New Island Contestは今年で5回目の開催を迎えるビ
ジネスプランコンテストです。
予選を勝ち抜いたチームが個性豊かなビジネスプランを発表します
ので、ぜひ、学生たちのプレゼンテーションを聞きに来てください。

【日時】 12月20日（土）13：00 〜
【場所】 今出川校地 尋真館Z20番教室
【主催】 同志社大学リエゾンオフィス、
　　　 同志社ベンチャートレイン

【協賛】 （株）南都銀行、（株）池田銀行、
　　　 同志社校友会大阪支部産官学部会（LCC）

【お申し込み・お問い合わせ先】
リエゾンオフィス　TEL：0774-65-6223

本企画は、同志社に関わるさまざまな方に参加していただくこ
と、障害のある方たちへの理解を深め、手をつなぎ、ともに歩む
ことを目的としています。このコンセプトにご賛同いただける
ゲスト出演者および、公募の参加者、ご来場のお客様、スタッフ
とで、コンサートを開催し、音楽の楽しさ・素晴らしさを共有し
ていきます。

【日　時】 12月25日（木）開演18：00
【会　場】 寒梅館ハーディーホール
【料　金】 500円
出演：石上真由子（ヴァイオリン・同志社高校）
　　 小西早哉佳（ピアノ・同志社大学）ほか
※本公演の収益は、共同作業所など障がい者の施設などに
　寄付します。

【主催・お問い合わせ】
同志社クリスマスチャリティーコンサート実行委員会
同志社大学今出川校地学生支援課（寒梅館1階南側）
TEL.075-251-3270　FAX.075-251-3099
E-mail：ji-gakse@mail.doshisha.ac.jp

季節のイベント参加者募集
「6月には水無月（京菓子）を食べる…」、というような今は途絶え
かけている季節や毎月の生活上の習慣について学び、大人や子
どもたちと共に実践していきます。

【会　場】 京都市上京区寺町通今出川下ル「でまち家」
【時　間】 10：00 ～12：00（時間は変更になる場合があります）
【対　象】 小学生～大人15名
【料　金】 無料
1月6日（火）書き初め
新年の決意を筆に託し、心新たな一年をスタートさせましょう。
2月28日（土）、3月14日（土）にも楽しいイベントを計画中です。
お楽しみに！
井戸端会議参加者募集

「学生（中高生も含む）」「大人」とが膝をつき合わせながら、時事
問題や様々な考え方があり得る身近な問題について、一定の
ルールと方式の中で議論を行います。

【開催日】 毎月1回（日程未定）
【時　間】 19：00 ～21：00
【対　象】 大学生若干名
学生スタッフ募集中！
子どもたちと遊んだり、地域の人と季節行事を楽しんだり、町家を
拠点に異世代交流をしています。お気軽にお問い合わせください。

【お申し込み・お問い合わせ先】
今出川校地学生支援課「でまち家」TEL＆FAX：075-211-5176
MAIL：ji-machi@mail.doshisha.ac.jp

【日時】 12月24日（水）開演18:00 ／開場17:00
　　　    （当日16:30より座席券交換）

【会場】 京都コンサートホール大ホール
　　　　 （地下鉄烏丸線「北山」駅下車1番出口 南へ徒歩3分）

【料金】 S席2,000円／A席1,000円　（全席当日指定）
指揮:飯守泰次郎
合唱:同志社メサイアコアー・メサイアシンガーズ・同志社グリークラブ
オーケストラ:同志社交響楽団
主催：全同志社メサイア演奏会実行委員会

【お問い合わせ先】 全同志社メサイア演奏会実行委員会　
　　　　　　　　TEL.080-3864-2412
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Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

クローバーシアター

障がい学生支援制度サポートスタッフ大募集！

観に行こう聴きに行こう♪
【寒梅館ハーディーホール】
●12月12日（金）ピアノ研究会『定期コンサート』

（時間未定）入場無料
●12月27日（土）應援團『アトムフェスティバル2008』

（時間未定）入場無料
●2月28日（土）ピアノ研究会『卒業コンサート』

（時間未定）入場無料

【寒梅館クローバーホール】
●3月7日（土）ギタークラブ『フェアウェルコンサート』

（時間未定）入場無料　

【京田辺校地－ハローホール】
●12月6日（土）とんがりぼうし「1回生コンサート」時間未定
●12月12日（金）The Amplugged「ライブ」12:40 ～
●12月13日（土）The Amplugged「ライブ」12:40 ～
●12月20日（土）FAC「アコースティックライブ」

【学外】
●12月13日（土）同志社グリークラブ『第104回同志社グリークラブ定期演奏会』
　 17：30（16：30）Ｓ券2,000円(座席指定券) ／Ａ券1,000円(16:00から座席券交換)
　京都コンサートホール
　（地下鉄烏丸線「北山」駅下車1番出口 南へ徒歩3分）
●12月13日（土）應援團吹奏楽部『第39回定期演奏会』
　18：00（17：30）入場無料
　八幡市文化センター
　（京阪「八幡市」駅下車、京阪バス「八幡市役所」下車すぐ）
●1月30日（金）～2月4日（水）写真同好会『写真同好会05年入学生 卒展』
　（時間未定）入場無料
　ギャラリーTerra
　（地下鉄東西線「京都市役所前」駅下車11番出口より北へ徒歩3分）

今出川校地学生支援課では、寒梅館のイベントをきっかけとし
て本学および本学学生の活動に関心を持っていただくため、私
たちとともに催しを盛り上げていただける方を募集していま
す。お申し込みは、今出川校地学生支援課窓口にて、随時受け付
け中です。

【対象】一般・他学生（本学学生・教職員は対象外とさせていただきます）
【会費】無料
【特典】寒梅館イベント情報の郵送、案内メール配信、
　　　映画招待券やコンサート入場券のプレゼント・
　　　入場料割引、学生団体による公演・
　　　お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引etc.

【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL.075-251-3270

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバー
ホールでは、映画史に残る名作の上映を中心に、様々なイベント
を開催します。

【会　場】 寒梅館クローバーホール（地階）
【料　金】 入場無料
≪歴史の授業4 ～Hiroshima≫
●12月2日（火）ライブ・古舘徹夫「Hiroshima mon amour」
●12月9日（火）ライブフォニック
　　　　　　  （無声映画に新たな音を付けた生演奏上映）・
　　　　　　　「ノスフェラトゥ」 演奏：鈴木治行
●12月16日（火）映画上映「佐々木育野上映会」

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課TEL.075-251-3270
※詳細は決定次第、チラシ、大学HP、学内掲示板にて発表します。
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※本年度のクローバーシアターは12月で終了です。
　次年度は来年4月から開始予定です。

同じキャンパスで学ぶ、障がい学生(challenged)のサポートス
タッフを募集しています。初めての方でもできることはたくさん
ありますので、ぜひスタッフに登録してパソコン通訳、ノートテ
イク・ビデオ字幕付け・車椅子介助などのスタッフとして活動し
てください！各種講習会も開催していますので、興味のある方は
学生支援課までぜひご連絡ください。
謝礼：880円/時間
支援活動の内容
聴覚障害：ノートテイク、パソコン通訳、手話通訳、
　　　　 ビデオ字幕付け、ビデオ文字起こしなど
視覚障害：講義資料・試験問題の点訳、電子データ化、
　　　　 拡大コピー、対面朗読、代筆、代読、ガイドヘルプなど
肢体不自由： 代筆、車椅子介助、トイレ介助、食事介助など

【お申し込み・お問い合わせ先】
京田辺校地学生支援課　障がい学生支援室
TEL：0774-65-7411
E-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp
今出川校地学生支援課　障がい学生支援室
TEL：075-251-5273
E-mail:ji-care@mail.doshisha.ac.jp

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜
日、映画上映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール
【料金】 本学学生・教職員対象に招待券配布（共着順）

●12月4日（木）サイラス・チェスナット・トリオ&ジャッキー・ライアン
　クリスマスコンサート17：45開場／18：30開演
　料金：当日2,000円（全席指定）
　主催：京都新聞社
●12月11日（木）≪人権月間≫（詳細未定）
　主催：上京区役所
●12月18日（木）新作試写会　要整理券（詳細未定）
　主催：京都新聞社
　企画： 京都新聞トマト倶楽部

学生団体12月～3月の
イベントスケジュール

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課TEL.075-251-3270 
※内容は都合により変更となる場合があります。
※本年度のＷＯＴは12月で終了です。次年度は来年4月から開始予定です。

26



＜
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
＞
同
志
社
大
学
通
信
157号

2008年
12月

1日（
4・
6・
10・
12月

年
4回
）発
行

発
行
　
同
志
社
大
学
   企
画
部
広
報
課
　

〒
602-8580　

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
　
T
E
L  075-251-3120   F

A
X
  075-251-3080

挑戦する人

　
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
大
阪
朝
鮮
高
級

学
校
の
1
年
生
か
ら
で
す
。公
式
戦
初
出
場
は

2
年
生
の
秋
で
し
た
が
、高
校
生
活
で
選
抜
大
会

と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。遅
咲
き
と
い
う
の
か
、試
合
を
す
る
た
び
に

強
く
な
っ
て
い
く
自
分
を
実
感
で
き
ま
し
た
。練

習
か
ら
帰
っ
て
も
夜
に
ま
た
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
に
出

る
な
ど
、厳
し
い
練
習
環
境
の
中
に
い
た
こ
と
で
、

自
然
に
強
く
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
同
志
社
大
学
へ
の
進
学
は
、高
校
の
監
督
の

勧
め
も
あ
り
ま
し
た
が
、大
学
の
河
村
監
督
の
も

の
凄
い
情
熱
を
感
じ
、こ
の
人
の
も
と
で
強
く
な

り
た
い
と
思
い
、決
め
ま
し
た
。僕
は
一
戦
一
戦
納

得
で
き
る
試
合
を
し
て
、結
果
的
に
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。全
国
大
会
で
は
ど
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
っ
て

も
強
敵
揃
い
で
、国
体
で
も
、強
豪
選
手
が
顔
を

揃
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。2

戦
目
の
相
手
は
優
勝
候
補
で
、関
係
者
の
間
で
は

そ
の
試
合
が
事
実
上
の
決
勝
戦
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
第
1
ラ
ウ
ン
ド
で
ダ
ウ
ン
、し

か
も
反
則
を
2
つ
取
ら
れ
て
、い
き
な
り
崖
っ
ぷ

ち
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
、半
ば
諦
め

て
コ
ー
ナ
ー
に
戻
る
と
、監
督
の
目
は
ま
っ
た
く

諦
め
て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。監
督
を
は
じ

め
、い
つ
も
僕
を
支
え
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
や

仲
間
の
た
め
に
も
、こ
の
ま
ま
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。そ
う
思
っ
た
瞬
間
、闘
志
が
湧
き
上
が

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。試
合
の
記
憶
が
な
い
ほ
ど

必
死
で
戦
っ
た
結
果
は
、第
3
ラ
ウ
ン
ド
で
2
回

ダ
ウ
ン
を
奪
い
、レ
フ
ェ
リ
ー
ス
ト
ッ
プ
で
の
大
逆

転
勝
利
で
し
た
。国
体
優
勝
に
つ
な
が
る
こ
の
一

勝
は
、色
々
な
意
味
で
大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
同
志
社
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
、大
学
か
ら
ボ

ク
シ
ン
グ
を
始
め
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、彼
ら

の
情
熱
と
努
力
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
、経
験
者
の
僕
も
学
ぶ
こ
と
が
非
常
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、ど
う

す
れ
ば
強
く
な
れ
る
か
、自
分
た
ち
で
考
え
実
践

し
て
い
く
の
が
同
志
社
大
学
の
ボ
ク
シ
ン
グ
で

す
。僕
は
ボ
ク
シ
ン
グ
に
対
す
る
考
え
方
を
大
学

で
学
び
ま
し
た
し
、ボ
ク
サ
ー
と
し
て
も
1
人
の

人
間
と
し
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
こ
の
チ
ー

ム
を
本
当
に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。勝
っ
た
時

の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、サ

ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
た

め
に
も
、僕
が
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
こ
と
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、こ
ん

な
に
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
た

め
に
、指
導
者
の
道
に
進
む
な
ど
、生
涯
何
ら
か

の
形
で
関
わ
る
こ
と
で
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大分国体ボクシング成年男子ミドル級優勝
〜諦めない強い思いが、創部以来初の全国タイトルに結実した〜
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【商学部4年次生】
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